


ご挨拶

本日の御来場に厚 くお礼申し上げます。

創立以来、皆様の暖かいご支援を賜 り、合唱音楽の真髄を求め続けて 3年 目を迎えまし

た。この度、第 3回 目の定期演奏会を催すにあたり、指揮者、ソリス ト、オーケストラ、

それぞれ一流の方々のご協力を項 くことが出来ました。私共にとっては望外の幸せでござ

います。この日、この素晴しい会場で、日頃の成果を存分に発揮する所存でございます。

どうぞ今後とも、皆様の変らぬご支援とご指導を仰ぎたくお願い申し上げます。

アマデウス合唱団団長 橋本 克久

黒岩 英臣〈才旨揮・H〉
Hideomi Kuroiwa

演奏者プロフィール

1960年、桐朋学園大学指揮科入学、故斎藤英雄氏に師事。1964年 、同大学弦楽オーケス ト

ラのアメリカ公i寅にオ旨揮者 として同行、ニューヨーク、ロサンゼルス、サ ンフランシスコ

等で指揮 した。1965年同大学卒業、NHKテ レビ「今年のホープ」に出演。同年修道士 と
なり、1975年 まで修道生活を送った。

1976年 より再び音楽に専念。札幌交響楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、九州交

響楽団の定期演奏会 をはじめ、東京の主要オーケス トラとの共演 も数多 く行なってお り、

今後の活躍が期待されている。

信州大学卒業。東京芸術大学大学院修了。東京混声合唱団在団中には内外著名指揮者の

もとでソリス トとして活躍。オペラ「修善寺物語」「唐人お吉」「椿姫」「ランメルムーアのル

チア」「ラ・ボエーム」等多 くのオペラや、ミサ曲。カンタータ等数々のコンサー トにも出

演。また来年 3月 3日 の「袈沙と盛遠」のタイ トルロールに出i寅が決っている。

東京芸術大学卒業。同大学大学院オペラ科修了。「天守物語」「ジャンニ・スキッキ」「ヘ ン

ゼルとグレーテル」「コシ 。ファン・ トゥッテ」「魔法の酒」「

'中

縄物語」等のオペラに出演。

NHK・ EM〈 音楽の贈 り物〉などの放送 コンサー トにも多 く出演。子供の歌のレコー ド
もある。二期会準会員。日本オペラ協会会員。

今年東京芸術大学 を卒業 ヒ′、東京混声合唱団に入団する。1981年より、当合唱団の合唱

指導 を務めている。

1973年、オ旨揮者玉置勝彦氏の門下生 とその友人達で結成された。これまでモーツァル ト、

シューベル ト、ブラームス、ブル ックナーの交響曲等を中心 として、年 2回の定期演奏会

のほか、協奏曲や合唱曲の伴奏、音楽教室を対象 とした演奏など、多彩な活動 を行なって

いる。ほかにもシンガポールの演奏旅行、静岡県オペラ協会の「椿姫」などで好評 をは く

した。去る10月 31日 に第20回 記念 として、ベートーヴェンの交響曲第 9番 を演奏 している。
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本 日の第 1ス テージで演奏されるのは、いずれ も人間の声のみ

によって歌われる無伴奏の合唱曲です。はじめの三曲はルネッサ

ンス期の、それぞれフランドル (現在の北フランス・ベルギーに

あたる地域 )・ スペイン・ イギリスの時代を代表する巨匠たちの

手による作品です。この時代には、それぞれのパー トが横に独立

して動 きながら、お互が積み重なってからみ合っていくポリフォ

ニーという様式が高度に発達 し、合唱音楽が最 も重要視された音

楽のジャンルであったようです。

ルネッサ ンス期の音楽はやはり、ヴァン・アイクやレオナル ド

・グ・ヴィンチといった同時代の美術 とも共通する、非常に調和

のとれた穏やかさの中に、美を形成するのに不可欠である強靭な

筋金が通っていると言えるで しょう。

4曲 目は ドイツ初期バロックの作曲家ハインリッヒ・ シュッツ

の作品で、1625年 に出版 された四声部のための40曲 からなるカン

ツィオーネス・サクレの中の曲ですもシュッツはバ ッハのちょう

ど 100年前に生まれ、 ドイツカツト常に大 きな痛手を受けた30年戦
争の中を生 き抜いたわけですが、当時は音楽的には後進国であっ

た ドイツにあって、真の ドイツ的音楽語法 を確立 した人といえる

でしょう。現代でも “シュッツこそカシ ッヾハに先立つ ドイッ音楽

の父である"と 評価 されています。

そして前半のステージ最後は、19世紀 ドイツ 。ロマン派のブラ

ームスの作品です。ここで注目すべ きは、かなり時代の下った作

曲家でも宗教音楽の作曲はかなり伝統的なスタイルを意識 してい

るという事であ ります。この曲でも厳格なポリフォニーによる構

成や、終結部でのバ ッハ的なプロック・ハーモニーによるコラー

ル (プロテスタントの讃美歌 )の使用が目立つところです。 しか

しながら、そういった保守的な様式を用いながらもやは り、交響

曲などで耳なれたブラームス独自の音響の世界はここでもゆるぎ

なく存在 しています。

さて、一搬的な傾向として時代の流れと共に人々は音楽に対 し

て、より強い精神的緊張やより大きな刺激 を要求するようになっ

てきている。例えば現代の楽器の標準的なピッチはバ ソヽハ時代に

上レ てヾ半音、そして17世紀フランスに比べて実に長 2度高 くなっ

てきている。また協和音不協和音という概念にしても過去に於い

ては 5度 と 8度のみを完全協和音程 としていた時代 もあったのに、

現代人の耳には長 7度 を含む和音が実に耳に快 く響 く。バロック

時代に於いて声楽の時代から器楽の時代への転換があり、楽器に

しても穏やかな音色の楽器よりも音量の大きいものや機械的なも

のがよリー般的となってきている。こういった諸々の傾向は現代

では加速度的に強まぅているといえるだろう。電気にようて増幅

される無機的な音は BGMの 名の下に巷に無秩序に氾濫 している
し、電車に乗れば周囲の人にも聞こえるような音量でウォークマ

ンを聴いている人をよく見かけるわけです。本来人間の奥深い精

神の所産であったはずの音楽が今や人間の精神状態を圧迫 したり

生理機能を犯すようなものにもなろうとしている。勿論音楽は時

代 を投影 していないわけがないのですが、呆 して、こういった現

代の音世界になじんだ耳には、本 日演奏される時代を超えて歌い

継がれてきた合唱曲はどのように受け取 られるのだろうか。



フォーレは1845年 、南フランスの小都市パ ミエで小学校校長の

木子 として生まれた。彼は32才 の1887年 より、パ リの聖マ ドレー

ヌ聖堂のオルガニス ト兼合口昌長を約20年 間務めている。父親の死

をきっかけとして作曲されたといわれるこのレクイエムは1888年 、

同聖堂で初演された。一 L/Jの 誇張を排 し、抑制された表現の中に

フォーレ独特の美 しい響 きと調和が見い出される。

I.入祭唱とキリエ (Introitus.kyrie)
四部合唱。死者の安定、を折 り、主とキリストに憐れみを求める。

管弦楽の荘重な導入部、そしてあたかも読経のように合唱が入祭

唱を歌い出す。テノールが「永遠の体定、を一」 と祈 り、それをソ

プラノが「神よ、主への称讃をお、さわ しく歌 うのはシオンにおい

てである」 とうけつ ぐ。最後に再び四部合唱が「主よ憐れみ給え」

と:次 う。

H. 奉献唱 (Offertoriuln)
バ リトン独唱と四部合唱。神に讃美の犠牲 を捧げ、死者 を罪と

地獄からまぬがれさせ給えと祈る。まず弦楽とオルガンとで導入

部が奏され、続いてアル トとテノールがカノンの美 しい旋律 を無

伴奏で歌 う。中間音Fはバ リトン独唱による「ホステ ィアス」。冒頭

の部分が四声で再現 され、抒情的な動 きの中で「アーメン」が唱

えられる。

Ⅲ.聖なるかな (Sanctus)
四部合唱。神への讃美。ハープ、ヴィオラの分散和音の上にソ

プラノが「サンク トゥス」と歌い始めると、それに応えるようにバ

ス、テノールがユニゾンで交唱風に歌っていく。ヴァイオリンの

対旋律がそれ に美 しくか らみつ く。

Ⅳ。 おおイエズスよ (Pie」 esu)         .
ソプラ ノガ虫唱。 主 イエ スにタビ者の安′自、を析 る。 弦楽 による短iい

間奏 を持つ小 さな曲である。 ソプ ラノの歌 う旋律 もご く簡素な も

のだが 、その単純 さの中に も敬虔 な析 りが感 じられ る。

V. 神の′Jヽ羊  (Agnus Dei)

四部合唱。神の小羊 たるキ リス トに捧 げる祈 り。弦 とオルガ ン

の序奏 に続いてテ ノールが歌 い、四声の合唱 による力強い「アニ

ュス・デ イ」が これ に続 く。そ してテ ノールの合唱が くり返 され

たあ と、ソプ ラノの 「Lux――」に導かれ合唱 となる。四部合唱
のあ と、第 1曲 「レクイエム」の冒頭の部分が再現 され 、最後は

弦 どオルガ ンによる曲の序奏 と同 じ旋律の後奏で結ばれ る。

Ⅵ 我を許 したまえ (Libera Me)
バ リトン独唱と四部合唱。死者の罪の許 しを祈願する。抵弦と

オルガンが刻む不安なリズムの上に、バ リトンが感動的な旋律を

歌い出 し、これを合唱の「我はおそれおのの く」がうけつ ぐ。す

ると最後の審判のラッパが鳴 り響 き、四声がffで 「その日こそは

怒 りの日」 と最後の審判の情景を歌 う。最後は冒頭の リズムに戻

り、バ リトン独唱の旋律 を合唱がユニゾンで くり返す。

Ⅶ。天国にて (In Paradisum)

四部合唱。オルガンが奏する分散和音の澄んだ響 きにのって、

ソプラノが柔 らか く透明な旋律を歌 う。途中「エルサレム」 と歌

われる部分で男声部 とアル トが加わ り高まりを見せるが、再びソ

プラノの合唱となり、最後は四声による安定、の祈 りで結ばれる。
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アマデウス合唱団は、'80年 4月 に結成され、'81年 2月 15日 、上野石橋メモリアルホール

にてW・ A・ モーツァル トのレクイエム、同年 11月 1日 、中央会館大ホールにてGoF。
ヘ ンデルのメサイアの 2回の演奏会 を行ない、今日に至ってお ります。

過去の演奏会では、未熟ながらも熱気あ
=、
れる演奏と評されました。以来 1年余、団員

一同 “未熟ながらも"と いう甘えを排 し、音楽への情熱に裏付けられた “熱気"を燃 えた

たせて研讃に励んでまいりました。

現在団員は約60名 。毎週火1在の練習、月 1回の 日1涅練習さらに年 2回の合宿と、そこで

の団員間の親睦を通 して、16才 ～70才 という年令構成、様々な職業 etcのバラエティーに

富んだ声を一つにして、より良い音楽、そして私達の個性 を活か したアマデウス合唱団な

らではの音楽をめざしてし`ます。

当団の歴史は未だ始ったばか りで、取 り組むべ き課題は山ほどあ りますがヽ上記の理想

に一歩でも近づ くべ く、“疾走 "し ていきたいと思ってお ります。

SOPRANO

天野久美子

石橋  真澄
江川 智子
大久保ルミ子

金子かお る

金子  栄
窪田 玲子
小島 順子
真造 順子
鈴木  直子
嵩 山 雅子
武田 真穂
谷 口真 由美

鍋谷 枝里
林  理恵子
福島喜久子

星 名佳代子

渡部 恭子
渡辺  博子

AL丁0
石川 満美
伊藤 正子
井上やす子

大岩 幸子
加藤 優子
佐藤 敏子
地引由佳里

高橋 くるみ

高橋 早苗
武田 州代
服部マサ子

矢島美知子

鶴田 敏子

丁ENOR

伊原  宏
入田 丈司
大久保 訓
河合 敏夫
郷原 信親
小島 文男
鈴木 俊二
関   実
釣井 博之
野 口  碩
林  喜典志
三浦 恭裕
山崎   厚

BASS

伊藤  通
黒後 智彦
佐藤  聡
下条  毅
管原 定三
寺島  治
濱田 一憲
橋本 克久
樋 日 正文
山崎 和英
山崎 大介
山谷 浩之
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